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「緒 言」

口腔内に装着 されたインプラン ト上部構造が,長 期的に機能を維持するためには優れた

適合性が求 められる。そのためには上部構造の印象採得法は重要であり,口 腔内のインプ

ラン ト体やアバ ッ トメン トの状態を正確に トランスファーすることを目的 として,臨 床応

用の初期段階から印象用 コー ピングをパ ターン用 レジンで固定することが推奨 されてい

る。また,印 象材の選択に関しては,作 業用模型製作の過程でアナログの変位を抑制す る

とい う目的で高硬度の印象材が推奨 されている。硬度の高い印象材 を使用する場合には厳

密にブロックアウ トを行 う必要性がある上,撤 去時に患者が苦痛を訴えることを臨床例で

経験する。従って,症 例によっては高硬度の印象材は使用 しにくい といえる。松村 らは金

型 と硬度の異なる付加型シ リコー ンゴム印象材 を用いた実験的研究を実施 し,印 象材の硬

度に関わ らず作業用模型におけるアナ ログの位置が正確 に再現されたことを報告 した。 こ

の研究では垂直に植立 されたインプラン ト体 を想定 しているが,臨 床 においてはインプラ

ン ト体が傾斜埋入 され ることも少なくはない。そこで本研究では,傾 斜埋入 されたインプ

ラン トを想定 した金型を用い,印 象材の硬度が作業用模型製作過程 におけるアナ ログの変

位に及ぼす影響を検討 した。
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「材 料 と方 法 」

精密 金 型 に よ り,中 央 に頬 側 に30° 傾 斜 させ た ア バ ッ トメ ン トアナ ログ を2本 植 立

(近 心 側:S1,遠 心側:S2)し,そ れ ぞれ 近 遠 心 側12.0㎜ に測 定 基 準 の た め の基 準 ア

ナ ロ グ を垂 直 に植 立(近 心側:R1,遠 心側:R2)し た 基 準 模 型 を作 製 した。 印象 採 得

時 に は,S1,S2を パ ター ン用 レジ ンに て連 結 した。R1,R2の 基 準 レプ リカ 用 コー ピン

グは計 測 の基 準 とす るた め トレー連 結 部 を介 して 個 人 トレー とネ ジ 固定 す る構 造 と し

た。 ま た トレー 連 結 部 と印象 用 コー ピ ン グ を模 型 に締 結 後,パ ラ フ ィン ワ ック ス で リ

リー フ し,個 人 トレー 外 枠 との スペ ー ス に トレー レジ ン を:填塞 して 個 人 トレー を製 作

した。 印 象 採 得 材 は,低 硬 度 印象 材 と して エ グザ ミ ック ス フ ァイ ンイ ン ジ ェ ク シ ョン

タイ プ(以 下IJと 略す)と し,高 硬 度 印象 材 は エ グザ イ ン プ ラ ン ト(以 下EIと 略 す)

と した 。 ま た,高 硬 度 印象 材 に よ る印 象 採 得 は 臨床 に即 した手 順 とす る た め アナ ログ

周 囲 に少 量 のIJを 注入 し,EIに て 印象 採 得 を行 った 。 そ の後 ア ナ ログ を締 結,ボ クシ

ン グ用金 型 を個 人 トレー 外 枠 に装 着 し超 硬 質 石 膏 を注入 して作 業 用 模 型 を製 作 した。

試 料 数 は,IJ群,EI群 それ ぞれ5個 と した。 変位 量 の 計 測 に は,三 次 元 座 標 測 定 器

を用 い た 。R1とR2か ら基 準平 面 を設 定 し,R1とR2を 通 る直 線 をX軸 と し,こ れ らの 中

点 を原 点 と した 。 基 準 平面 上 でX軸 に直 交 す る直線 をY軸,基 準 平 面 に直 交 す る直線

をZ軸 と して座 標 系 を設 定 した。 各模 型 上 で 計 測 したS1,S2の 位 置 と基 準 模 型 に お け

る計 測値 との差 を変 位 量 と し,X,Y,Z軸 方 向で の変位 量 お よび 三 次 元 的 変 位 量 を

算 出 した 。 ま た基 準模 型 に対 す るX軸 方 向,Y軸 方 向 にお け る アバ ッ トメ ン トアナ ログ

の 角度 の 変 化 を算 出 した。 さ らにS1,S2問 の相 対 的位 置 を算 出 し,基 準 模 型 の値 か ら

の 差 を各 作 業 用 模 型 にお け るS1,S2間 の相 対 的位 置 の変 化 量 と して算 出 した。 計 測 値

の 統 計 処 理 に はStudent-tテ ス トを用 い た。

「結果 と考 察 」

R1,R2に 対 す るS1,S2の 変 位 量(平 均 ±SD)は,IJ群,EI群 の順 にX軸 方 向 で一

28.3±23.1μm,-19.4±15.0μm,Y軸 方 向で-12.1±15.5μm,-1.3±16.0μm,Z軸 方

向で-26.2±14.0μm,-5.2±:19.0μmで あ り,Z軸 方 向 のみ で有 意 な差 が 認 め られ た

(P<0.05)。 ま た 三次 元 的変 位 量 は,IJ群 で47.2±17.2μm,EI群 で は33.0±13.3μm

で あ り,IJ群,EI群 問 に有 意 な 差 が認 め られ た(P<0.05)。 ま た基 準 模 型 に比 較 した

S1,S2の 角 度 の変 化 量 は,X軸 方 向 で-0.004±0.020°,0.007±0.068°,Y軸 方 向 で

0.15±0.087°,0.073±0.044° で あ り,Y軸 方 向 にお い てIJ群,EI群 間 に有 意 な差 が

認 め られ た(P〈0.05)。 基 準 模 型 に 比較 した 作 業 用模 型 で のS1,S2間 の 相 対 的 位 置 の

変化 量(平 均 ±SD)は,X軸 方 向 で17.4±15.0μm,8.4±10.0μm,Y軸 方 向で5.8±

5.0μm,16.6±22.0μm,Z軸 方 向 で4.3±4.0μm,17.6±11.0幽 で あ った。 ま た,

S1,S2間 の 相 対 的位 置 の三 次 元 的変 化 量 は,19.6±13.2μm,27.6±15.1μmで あ り,

い ず れ にお い て も群 間 に有 意 な差 は な か った。

以 上 の 結 果 か ら,傾 斜 埋 入 され たイ ンプ ラ ン ト体 の印象 採 得 で は,歯 列模 型 に対 し

て ア ナ ロ グ が傾 斜 側 に傾 斜 し,根 尖側 方 向 へ変 位 した が,臨 床 の 中 で は調 整 の範 囲 で

あ る こ と,上 部:構造 の 適 合 は 良好 で あ る こ とが示 され た。 ま た 基 準 模型 に 対 して ア

バ ッ トメ ン トア ナ ログが 頬 側 に30° 傾 斜 植 立 され て い るた め,印 象 撤 去 時 にお け る印

象 材 の変 形,印 象 用 コー ピ ング に ス ク リュー 締 結 後 の 石 膏硬 化 ま で の 問 の 重 力 に よる

変 位 な どに よ って,印 象 用 コー ピ ングが 印象 材 中 で傾 斜 を強 め る方 向に 変位 す る こ と

が推 察 され た 。


